
職　種
回答対象者数

（人）
回答数
（人）

回収率

教員 386 144 37.3%

医員 176 27 15.3%

研修医 72 24 33.3%

看護師 725 629 86.8%

メディカルスタッフ 209 128 61.2%

事務職員 435 239 54.9%

技術職員 99 78 78.8%

その他 - 29 -

無回答 - 2 -

合　　計 2102 1300 61.8%

平成３０年度男女共同参画推進に関する意識調査結果

（実施期間：平成３０年９月２０日～１０月１９日）



アンケートの集計結果 

＜プロフィールについて＞ 

問 1 性別 

問 2 年代 

問 3 家族構成 

問 4 パートナー 

問 5 子どもの有無 

 

55.1 

43.5 

1.4 

いる

いない

無回答

（％）

回答者数：1,300人

45.5 

54.2 

0.2 

いる

いない

無回答

（％）

回答者数：1,300人

29.3 

14.3 
48.4 

6.2 

1.5  0.3 

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族

３世代家族

その他

無回答

（％）

回答者数：1,300人

0.1 

33.2 

24.2 

25.0 

13.3 

4.2  0.2 

10代

20代

30代

40代

50代

60代～

無回答

（％）

回答者数：1,300人

27.6 

72.4 

男

女

（％）

回答者数：1,300人

アンケートの集計結果 

回答された方の性別は「男」が 27.6%に対して

「女」が 72.4%と、女性が男性の約 2.6 倍とな

っています。

最も多い年代は「20 代」の 33.2%で、以下「40
代」の 25.0%、「30 代」の 24.2%となっていま

す。

最も多い家族構成は「2 世代家族」の 48.4%で、

以下「1 人暮らし」の 29.3%、「夫婦のみ」の

14.3%となっています。

パートナーの有無では「いる」方が 55.1%で、

「いない」方の 43.5%を 11.6 ポイント上回っ

ています。

子どもの有無では「いない」方が 54.2%で、「い

る」方の 45.5%を 8.7 ポイント上回っています。 

1



 

（問 5 で子どもが「いる」と答えた方） 

問 6 子どもの人数 

 

 

 

 

 

 

（問 5 で子どもが「いる」と答えた方） 

問 6 子どもの年齢階層別子どもの有無（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 要介護者 

 

 

 

 

 

 

問 8 職種 

 

 

 

 

 

 

問 9 勤務形態 

 

 

 

 

 

  

76.2 

21.8 

2.0 

常勤

非常勤

無回答

（％）

回答者数：1,300人

11.1 

2.1 

1.8 

48.4 

9.8 

18.4 

6.0 

2.2  0.2 

教員

医員

研修医

看護師

メディカルスタッフ

事務職員

技術職員

その他

無回答

（％）

回答者数：1,300人

5.7 

92.9 

1.4 

いる

いない

無回答

（％）

回答者数：1,300人

28.2 

21.5 

18.4 

16.7 

21.5 

31.4 

4.2 

0 10 20 30 40

０～３才の子どもがいる

４～６才の子どもがいる

７～９才の子どもがいる

10～12才の子どもがいる

13～18才の子どもがいる

19才以上のの子どもがいる

無回答

（％）

回答者数：592人

29.7 

47.3 

16.9 

1.4  0.5  4.2 

１人

２人

３人

４人

５人

無回答

（％）

回答者数：592人

子どもがいる方の子どもの人数の内訳は「2 人」

が 47.3%で全体の過半数近くを占めています。

以下「1 人」の 29.7%、「3 人」の 16.9%となっ

ています。 

子どもがいる方を年齢階層別にみる

と「19 才以上の子どもがいる」方が

最も多く 31.4%、以下「0~3 才」の

28.2%、「4~6 才」「13~18 才」が同率

で 21.5%となっています。 

要介護者の有無では「いない」方が 92.9%で「い

る」方の 5.7%を大きく上回っています。 

最も多い職種は「看護師」の 48.4%で、以下「事

務職員」の 18.4%、「教員」の 11.1%となって

います。

勤務形態は「常勤」が 76.2%で「非常勤」の

21.8%の約 3.5 倍となっています。 
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＜勤務制度の利用について＞ 

 

問 10 「短時間勤務」、「早出遅出出勤」などの勤務制度を利用されたことはありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.1

13.8

54.0

25.7

40.4

56.7

4.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

【

性
別
】

回答者数：1,300人

7.6

29.6

0.0

14.3

3.9

5.9

5.1

6.9

68.1

22.2

12.5

17.5

39.8

52.7

37.2

41.4

20.1

48.1

87.5

66.5

52.3

33.9

51.3

31.0

4.2

0.0

0.0

1.7

3.9

7.5

6.4

20.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

【

職
種
別
】

回答者数：1,300人

10.3 

33.5 
52.2 

3.9 

はい

いいえ

該当なし（子ども・要介

護者いない方）

無回答

（％）

回答者数：1,300人

勤務制度を利用された方（「はい」と回

答された方）は 10.3%、利用されなかっ

た方（「いいえ」と回答された方）は

33.5%で、全体では 10 人に 1 人、勤務

制度の利用に該当する方（子ども・要介

護者がいる方＝「はい」＋「いいえ」＋

「無回答」）では 5 人に 1 人強が勤務制

度を利用していることになります。 

勤務制度を利用された方（「はい」と回

答された方）を性別でみると女性の

13.8%に対して、男性は 1.1%にとどま

り、性別による違いが表れています。 
 
職種別でみると医員の 29.6%が最も多

く、以下、看護師の 14.3%、教員の 7.6%
の順となっていますが、研修医では回答

された方はなく職種によっても違いが

表れています。 

はい

いいえ

該当なし

無回答
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（問 10 で「はい」とお答えの方） 

問 11 利用したことがある勤務制度は何ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

52.3

0.0

50.8

0.0

1.5

100.0

11.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：134人

63.6

75.0

0.0

52.2

0.0

35.7

50.0

50.0

18.2

50.0

0.0

57.8

20.0

35.7

50.0

0.0

9.1

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

27.3

0.0

0.0

4.4

80.0

35.7

50.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：134人

50.7 

49.3 

14.2 

1.5 

0.0 

0 20 40 60

育児短時間勤務

育児部分休業

早出遅出出勤

介護部分休業

無回答

（％）（％）

回答者数：134人

勤務制度を利用された方の最も多く利

用されたことがある勤務制度は「育児短

時間勤務」の 50.7%で、次に「育児部分

休業」の 49.3%と、育児に関する 2 制度

が全体の過半数前後となっています。 

性別でみると全体で最も多い「育児短時

間勤務」が女性でも 52.3%と最も多くな

っていますが、男性では「早出遅出出勤」

以外に回答された方はなく男女差が際

立っています。 
 
職種別では個々の回答者が少ないため

回答にばらつきがあります。研修医は該

当者がいませんでした。 

育児短時間勤務

育児部分休業

介護部分休業

早出遅出出勤

無回答
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 （問 10 で「いいえ」とお答えの方）  

問 12 勤務制度を利用しなかった理由は何ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.2

0.4

32.5

23.1

7.2

14.0

25.3

39.7

13.4

26.4

0.5

0.0

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：436人

10.2

0.0

33.3

10.0

23.5

7.1

10.3

8.3

34.7

33.3

33.3

30.9

25.5

23.0

17.2

8.3

16.3

33.3

0.0

9.1

7.8

9.5

10.3

8.3

29.6

16.7

33.3

22.7

33.3

42.9

48.3

33.3

17.3

16.7

0.0

30.0

11.8

19.0

13.8

41.7

0.0

0.0

0.0

0.0

2.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：436人

33.3 

27.3 

11.0 

11.0 

20.6 

0.2 

0 10 20 30 40

子どもの年齢から必要なし

家族の支援があった

配偶者が取得のため

利用したかったが出来なかった

その他

無回答

（％）（％）

回答者数：436人

勤務制度を利用されたことがない方の最も

多い理由は「子どもの年齢から必要な

し」の 33.3%で、以下「家族の支援があ

った」の 27.3%、「配偶者が取得のため」

「利用したかったが出来なかった」が同

率で 11.0%となっています（「その他を

除く」）。 

性別で見ると男性では「家族の支援があ

った」が最も多く、次に「子どもの年齢

から必要なし」となっているのに対し

て、女性では「子どもの年齢から必要な

し」が最も多く、次に「家族の支援があ

った」となっています。また、「配偶者

が取得のため」は男性が 24.2%に対して

女性が 0.4%となっており、性別によっ

て違いが表れています。 
 
職種別でみるとメディカルスタッフ・事

務職員・技術職員・その他は「子どもの

年齢から必要なし」、教員・看護師は「家

族の支援があった」が最も多くなってい

ます。 
医員・研修医は同率のものが複数あり、

職種によっても違いが表れています。 

配偶者が取得のため

家族の支援があった

利用したかったが出来なかった

子どもの年齢から必要なし

その他

無回答
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＜職場環境について＞ 

 

問 14 あなたの職場で男女差別を感じることはありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

10.0

2.3

25.6

18.3

64.1

79.1

0.3

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

【

性
別
】

回答者数：1,300人

11.8

14.8

4.2

1.9

4.7

5.0

7.7

0.0

29.2

33.3

29.2

14.8

24.2

22.6

32.1

10.3

59.0

51.9

66.7

82.8

70.3

72.4

60.3

89.7

0.0

0.0

0.0

0.5

0.8

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

【

職
種
別
】

回答者数：1,300人

4.5 

20.3 

74.9 

0.3 

大いに感じる

少し感じる

特に感じない

無回答

（％）

回答者数：1,300人

職場での男女差別は「特に感じない」方

が最も多く 74.9%で、以下「少し感じる」

の 20.3%、「大いに感じる」の 4.5%とな

っています。 

これを性別でみると男女とも「特に感じ

ない」が最も多くなっていますが、「大

いに感じる」は 7.7 ポイント、「少し感

じる」は 7.3 ポイント女性より男性の方

が多くなっています。 
 
また、職種別でも、全職種とも「特に感

じない」が最も多くなっています。「大

いに感じる」の割合は医員・教員・技術

職員・事務職員・メディカルスタッフの

順に多く、ここまでが全体を上回ってい

ます。 

大いに感じる

少し感じる

特に感じない

無回答
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 （問 14 で「大いに感じる」、「少し感じる」とお答えの方）  

問 15 男女差別を感じるのはどの様な点ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

59.3

46.2

37.5

41.0

43.2

42.4

32.3

66.7

25.4

38.5

12.5

19.0

16.2

34.8

19.4

0.0

28.8

38.5

12.5

21.0

21.6

21.2

12.9

33.3

25.4

7.7

0.0

11.4

21.6

13.6

16.1

33.3

22.0

7.7

0.0

13.3

29.7

21.2

16.1

66.7

5.1

30.8

12.5

3.8

2.7

1.5

0.0

0.0

52.5

46.2

37.5

41.9

32.4

34.8

32.3

0.0

6.8

7.7

0.0

11.4

8.1

9.1

16.1

0.0

0.0

0.0

12.5

1.0

2.7

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)

【

職
種
別
】

回答者数：322人

60.2

34.0

19.5

26.3

23.4

21.6

13.3

17.5

21.1

17.0

1.6

6.2

46.9

35.6

4.7

12.9

0.8

1.0

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：322人

44.4 

40.1 

23.6 

22.4 

18.6 

15.8 

4.3 

9.6 

0.9 

0 20 40 60

仕事内容

育児、介護休業取得

昇任昇格

配属先、異動

男女の採用比率

実績の評価

教育訓練（研修）の機会

その他

無回答

（％）

回答者数：322人

男女差別を感じる方の最も多く感じる

点は「仕事内容」の 44.4%で、以下「育

児、介護休業取得」の 40.1%、「昇任昇

格」の 23.6%となっています。 

これを性別でみると男性では「仕事内

容」が最も多く、以下「育児、介護休業

取得」「配属先、移動」の順ですが、女

性では「育児、介護休業取得」が最も多

く、以下「仕事内容」「昇任昇格」とな

っており性別によって違いが表れてい

ます。 
 
職種別でみると、教員・メディカルスタ

ッフ・事務職員は「仕事内容」、看護師

は「育児、介護休業取得」が最も多く、

医員・研修医・技術職員・その他は同率

のものが複数あり、職種によっても違い

が表れています。 

仕事内容

昇任昇格

配属先、異動

実績の評価

男女の採用比率

教育訓練（研修）の機会

育児、介護休業取得

その他

無回答
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問 16 あなたの仕事と私生活を両立にするために、必要だと思うものは何ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.6

85.2

66.7

73.8

57.0

50.6

38.5

34.5

79.2

66.7

54.2

81.4

78.1

72.4

62.8

51.7

47.2

51.9

41.7

54.5

29.7

28.9

24.4

17.2

27.8

18.5

16.7

7.0

4.7

11.7

10.3

13.8

33.3

48.1

29.2

30.4

23.4

19.7

23.1

24.1

29.9

59.3

41.7

39.3

32.0

25.9

29.5

17.2

5.6

22.2

25.0

11.4

13.3

9.6

29.5

13.8

56.3

81.5

79.2

66.0

57.8

61.1

57.7

51.7

45.8

74.1

62.5

50.6

46.9

45.2

51.3

44.8

4.2

3.7

4.2

3.7

7.0

5.0

3.8

6.9

0.7

0.0

0.0

0.2

0.0

0.8

1.3

3.4

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：1,300人

66.6

62.9

78.0

75.9

39.6

45.2

14.2

9.4

23.4

29.5

33.1

34.9

14.2

11.5

58.2

64.7

46.2

50.4

3.9

4.7

0.6

0.4

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)

【

性
別
】

回答者数：1,300人

76.5 

63.9 

62.9 

49.2 

43.6 

34.4 

27.8 

12.2 

10.7 

4.5 

0.5 

0 20 40 60 80 100

適切な人員配置

仕事の削減・効率化

家庭と仕事との両立を支援

しようという職場の雰囲気づくり

両立支援への上司の理解

勤務時間の短縮

育児・介護休業をとりやすくする

保育・介護サービスの充実

相談窓口の充実

在宅勤務制度の導入

その他

無回答

（％）

回答者数：1,300人

最も多く必要だと思うものは「適切な人

員配置」の 76.5%、以下「仕事の削減・

効率化」の 63.9%、「家庭と仕事との両

立を支援しようという職場の雰囲気づ

くり」の 62.9%となっており、ここまで

が過半数を超えています。 

これを性別でみても男女とも「適切な人

員配置」が最も多く、全体と傾向は大き

く変わりませんが、女性は 2 番目が「家

庭と仕事との両立を支援しようという

職場の雰囲気づくり」3 番目が「仕事の

削減・効率化」で、全体と逆になってい

ます。 
 
職種別でみても上位 3 項目は殆ど代わ

りありませんが、医員は「仕事の削減・

効率化」、研修医は「家庭と仕事との両

立を支援しようという職場の雰囲気づ

くり」が最も多くなっています。 

仕事の削減・効率化

適切な人員配置

勤務時間の短縮

在宅勤務制度の導入

保育・介護サービスの充実

育児・介護休業をとりやすくする

相談窓口の充実

両立支援への上司の理解

その他

無回答

家庭と仕事との両立を支援しようと

いう職場の雰囲気づくり
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問 17 子育てをしながら働き続けられる制度があり、また、職場環境であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.4

37.4

21.4

17.9

44.8

44.0

0.3

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

【

性
別
】

回答者数：1,300人

32.0

38.7

38.2

38.8

25.0

19.4

22.0

18.1

15.0

15.0

48.0

38.2

43.1

46.3

60.0

0.5

1.1

0.6

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族

３世代家族

その他

【

家
族
構
成
別
】

回答者数：1,300人

36.1

44.4

29.2

29.9

20.3

60.7

37.2

44.8

24.3

22.2

20.8

22.6

25.0

5.4

11.5

6.9

38.9

33.3

50.0

46.9

54.7

33.5

51.3

41.4

0.7

0.0

0.0

0.6

0.0

0.4

0.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

【

職
種
別
】

回答者数：1,300人

36.3 

18.8 

44.2 

0.6 

はい

いいえ

どちらともいえない

無回答

（％）

回答者数：1,300人

子育てをしながら働き続けられる制度

と職場環境であると思うに「はい」と回

答された方は 36.3%で「いいえ」の

18.8%を倍近く上回っています。「どちら

ともいえない」が 44.2%と最も多くなっ

ています。 

これを性別でみても男女とも「はい」が

「いいえ」を上回っています。 
 
家族構成別でみても全て「はい」が「い

いえ」を上回っています。特に夫婦のみ

では「はい」が「どちらともいえない」

を上回り最も多くなっています。「はい」

の割合は 3 世代家族で・夫婦のみ・2 世

代家族の順に多く、ここまでが全体を上

回っています。 
 
職種別でみるとメディカルスタッフが

「いいえ」が「はい」を上回っている以

外は「はい」が「いいえ」を上回ってい

ます。また、医員・事務職員・その他で

は「はい」が「どちらともいえない」を

上回り最も多くなっています。事務職員

は「はい」が 60.7%で職種別で最も多く、

逆に「いいえ」が 5.4%と職種別で最も

少なくなっており、他の職種と違いが見

られます。 

はい

いいえ

どちらともいえない

無回答
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（問 17 で「はい」とお答えの方） 

問 18 子育てをしながら働き続けられる制度があり、また、職場環境であると思われる理由は何で

すか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.0

52.6

22.5

21.3

60.8

66.2

40.8

47.2

54.2

57.4

28.3

33.2

32.5

40.1

8.3

9.1

0.8

1.1

0.8

0.3

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：472人

46.7

70.8

53.3

58.1

60.0

16.4

30.6

21.7

22.6

20.0

74.6

59.7

61.7

61.3

60.0

46.7

44.4

47.1

32.3

40.0

50.8

58.3

60.0

41.9

100.0

41.8

41.7

26.3

16.1

20.0

41.8

51.4

34.6

22.6

40.0

4.9

9.7

11.3

6.5

0.0

2.5

1.4

0.4

0.0

0.0

0.8

0.0

0.4

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族

３世代家族

その他

(%)

【

家
族
構
成
別
】

回答者数：472人

64.8 

56.6 

54.4 

45.6 

38.1 

32.0 

21.6 

8.9 

1.1 

0.4 

0 20 40 60 80

周囲が協力的である

急な休暇の取得ができる

（時間に融通がきく）

保育所がある

両立支援への上司の理解がある

時短勤務等の勤務形態が

多様である

手本となる子育て中、

経験者の先輩がいる

子育ての支援制度が整っている

仕事量に合った適切な

人員が配置されている

その他

無回答

（％）

回答者数：472人

子育てをしながら働き続けられる制度

と職場環境であると思う最も多い理由

は「周囲が協力的である」が 64.8%で、

以下「急な休暇の取得ができる（時間に

融通がきく）」の 56.6%、「保育所がある」

の 54.4%となっており、ここまでが過半

数を超えています。 

これを性別でみても男女とも「周囲が協

力的である」が最も多く全体と傾向は変

わりませんが、男性は 2 番目が「保育所

がある」、3 番目が「急な休暇の取得が

できる（時間に融通がきく）」で、全体

と逆になっています。 
 
家族構成別でみると夫婦のみで「保育所

がある」、その他で「急な休暇の取得が

できる（時間に融通がきく）」が最も多

くなっている以外は「周囲が協力的であ

る」が最も多くなっています。 
 
職種別でみると全体で上位の理由に挙

げられた「周囲が協力的である」「急な

休暇の取得ができる（時間に融通がき

く）」「保育所がある」のいずれかが最も

多くなっていますが、教員では同率の理

由はあるものの「両立支援への上司の理

解がある」が最も多くなっています。 

保育所がある

子育ての支援制度が整っている

周囲が協力的である

両立支援への上司の理解がある

急な休暇の取得ができる（時間に融通がきく）

手本となる子育て中、経験者の先輩がいる

時短勤務等の勤務形態が多様である

仕事量に合った適切な人員が配置されている

その他

無回答
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67.3

83.3

57.1

54.8

23.1

51.0

55.2

69.2

15.4

0.0

0.0

23.4

11.5

25.5

20.7

30.8

59.6

58.3

42.9

71.3

69.2

63.4

51.7

46.2

67.3

58.3

42.9

46.3

30.8

39.3

41.4

46.2

51.9

58.3

0.0

50.0

53.8

70.3

55.2

53.8

21.2

41.7

0.0

40.4

26.9

27.6

30.8

30.8

50.0

0.0

52.1

19.2

31.7

17.2

30.8

9.6

25.0

0.0

9.0

15.4

7.6

6.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

2.1

3.4

0.0

0.0

8.3

0.0

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：472人

保育所がある

子育ての支援制度が整っている

周囲が協力的である

両立支援への上司の理解がある

急な休暇の取得ができる（時間に融通がきく）

手本となる子育て中、経験者の先輩がいる

時短勤務等の勤務形態が多様である

仕事量に合った適切な人員が配置されている

その他

無回答
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（問 17 で「いいえ」とお答えの方） 

問 19 子育てをしながら働き続けられる制度が充分でなく、また、職場環境でないと思われる理由

は何ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.4

35.1

42.9

26.8

40.3

34.5

28.6

26.8

48.1

39.9

29.9

26.8

48.1

45.2

74.0

80.4

6.5

15.5

0.0

0.6

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：245人

39.2

46.3

29.8

16.7

66.7

24.3

36.6

34.2

33.3

33.3

35.1

36.6

37.7

33.3

33.3

23.0

36.6

29.8

8.3

0.0

48.6

31.7

43.9

41.7

0.0

21.6

34.1

30.7

16.7

33.3

48.6

43.9

44.7

41.7

66.7

86.5

70.7

76.3

66.7

100.0

12.2

9.8

13.2

8.3

33.3

0.0

2.4

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族

３世代家族

その他

(%)

【

家
族
構
成
別
】

回答者数：245人

78.4 

46.1 

42.4 

36.3 

35.5 

31.8 

27.8 

27.3 

12.7 

0.4 

0 20 40 60 80 100

残業が多く、人員不足である

夜勤、休日出勤がある

急な休暇の取得ができない

（時間に融通がきかない）

周囲の理解が得られない

保育所の体制が不十分

である（24時間保育等）

子育ての支援制度が整っていない

手本となる子育て中、

経験者の先輩がいない

両立支援への上司の理解がない

その他

無回答

（％）

回答者数：245人

子育てをしながら働き続けられる制度

と職場環境であると思わない最も多い

理由は「残業が多く、人員不足である」

の 78.4%で、以下「夜勤、休日出勤があ

る」の 46.1%、「急な休暇の取得ができ

ない（時間に融通がきかない）」の 42.4%
となっています。 

これを性別でみても男女とも「残業が多

く、人員不足である」が最も多く傾向は

変わりありませんが、男性は 2 番目、3
番目が同率となっています。 
 
家族構成別では、いずれも「残業が多く、

人員不足である」が最も多くなっていま

す。夫婦のみ・その他で「保育所の体制

が不十分である（24 時間保育等）」が 2
番目に多くなっています。 
 
職種別では、医員・その他が「急な休暇

の取得ができない（時間に融通がきかな

い）」、技術職員が「周囲の理解が得られ

ない」が最も多くなっている以外では

「残業が多く、人員不足である」が最も

多くなっています。 

保育所の体制が不十分である（24時間保育等）

子育ての支援制度が整っていない

周囲の理解が得られない

両立支援への上司の理解がない

急な休暇の取得ができない（時間に融通がきかない）

手本となる子育て中、経験者の先輩がいない

夜勤、休日出勤がある

残業が多く、人員不足である

その他

無回答
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54.3

33.3

60.0

34.5

31.3

23.1

11.1

0.0

54.3

16.7

60.0

25.4

31.3

53.8

22.2

0.0

45.7

16.7

20.0

35.9

37.5

15.4

55.6

0.0

34.3

33.3

0.0

23.9

40.6

15.4

44.4

0.0

57.1

66.7

60.0

39.4

34.4

46.2

22.2

100.0

20.0

50.0

0.0

20.4

59.4

38.5

44.4

50.0

60.0

16.7

80.0

52.8

28.1

7.7

11.1

0.0

77.1

50.0

100.0

85.9

68.8

61.5

44.4

0.0

8.6

16.7

0.0

14.8

6.3

15.4

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：245人

保育所の体制が不十分である（24時間保育等）

子育ての支援制度が整っていない

周囲の理解が得られない

両立支援への上司の理解がない

急な休暇の取得ができない（時間に融通がきかない）

手本となる子育て中、経験者の先輩がいない

夜勤、休日出勤がある

残業が多く、人員不足である

その他

無回答
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問 20 介護をしながら働き続けられる制度があり、また、職場環境であると思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.4

6.9

29.0

24.7

62.4

66.5

0.3

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

【

性
別
】

回答者数：1,300人

5.5

5.9

7.6

13.8

10.0

27.8

28.5

24.0

28.8

15.0

65.9

63.4

66.5

57.5

75.0

0.8

2.2

1.9

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族

３世代家族

その他

【

家
族
構
成
別
】

回答者数：1,300人

5.6

3.7

4.2

7.0

7.8

8.4

12.8

3.4

36.1

48.1

45.8

26.7

22.7

18.0

19.2

17.2

57.6

48.1

50.0

63.9

69.5

73.2

67.9

72.4

0.7

0.0

0.0

2.4

0.0

0.4

0.0

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

【

職
種
別
】

回答者数：1,300人

7.3 

25.8 

65.4 

1.5 

はい

いいえ

どちらともいえない

無回答

（％）

回答者数：1,300人

介護をしながら働き続けられる制度と

職場環境であると思うに「はい」と回答

された方は 7.3%で、「いいえ」の 25.8%
の約 7 分の 2 にとどまっています。また

「どちらともいえない」が 65.4%と最も

多くなっています。

これを性別でみても傾向は変わりあり

ません。 
 
家族構成別でみても傾向は変わりあり

ません。「はい」の割合は 3 世代家族・

その他・2 世代家族の順に多く、ここま

でが全体を上回っており、「いいえ」の

割合は 3 世代家族・夫婦のみ・1 人暮ら

しの順に多く、ここまでが全体を上回っ

ています。 
 
職種別でみても傾向は変わりありませ

ん。「はい」の割合は技術職員・事務職

員・メディカルスタッフの順に多く、こ

こまでが全体を上回っており、「いいえ」

の割合は医員・研修医・教員・看護師の

順に多く、ここまでが全体を上回ってい

ます。 

はい

いいえ

どちらともいえない

無回答
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（問 20 で「はい」とお答えの方） 

問 21 介護をしながら働き続けられる制度があり、また、職場環境であると思われる理由は何です

か（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.7

35.4

73.3

69.2

36.7

33.8

53.3

52.3

3.3

7.7

20.0

16.9

13.3

13.8

3.3

1.5

0.0

3.1

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：95人

23.8

27.3

33.3

27.3

50.0

71.4

100.0

62.5

81.8

50.0

19.0

45.5

41.7

18.2

50.0

52.4

81.8

50.0

45.5

50.0

4.8

9.1

8.3

0.0

0.0

23.8

27.3

0.0

0.0

9.5

9.1

16.7

18.2

0.0

9.5

0.0

0.0

0.0

0.0

4.8

0.0

2.1

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族

３世代家族

その他

(%)
【

家
族
構
成
別
】

回答者数：95人

70.5 

52.6 

34.7 

29.5 

17.9 

13.7 

6.3 

2.1 

2.1 

0 20 40 60 80

周囲が協力的である

急な休暇の取得ができる

（時間に融通がきく）

両立支援への上司の理解がある

介護の支援制度が整っている

時短勤務等の勤務形態が

多様である

仕事量に合った適切な

人員が配置されている

手本となる介護中、

経験者の先輩がいる

その他

無回答

（％）

回答者数：95人

介護をしながら働き続けられる制度と

職場環境であると思う最も多い理由は

「周囲が協力的である」の 70.5%で、以

下「急な休暇の取得ができる（時間に融

通がきく）」の 52.6%、「両立支援への上

司の理解がある」の 34.7%となっていま

す。 

これを性別でみても男女とも「周囲が協

力的である」が最も多く傾向は変わりま

せんが、女性では「介護の支援制度が整

っている」が「両立支援への上司の理解

がある」と入れ替わって 3 番目となって

います。 
 
家族構成別でみるとその他で複数同率

がある以外は「周囲が協力的である」が

最も多くなっています。 
 
職種別でも個々の回答者数が少ないた

め複数同率はあるものの、いずれも「周

囲が協力的である」が最も多くなってい

ます。 

介護の支援制度が整っている

周囲が協力的である

両立支援への上司の理解がある

急な休暇の取得ができる（時間に融通がきく）

手本となる介護中、経験者の先輩がいる

時短勤務等の勤務形態が多様である

仕事量に合った適切な人員が配置されている

その他

無回答

15



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.0

100.0

0.0

36.4

10.0

30.0

10.0

100.0

62.5

100.0

100.0

68.2

70.0

70.0

80.0

100.0

62.5

100.0

0.0

31.8

30.0

35.0

30.0

0.0

62.5

100.0

0.0

40.9

40.0

70.0

70.0

100.0

12.5

0.0

0.0

9.1

0.0

0.0

10.0

0.0

50.0

0.0

0.0

22.7

10.0

10.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

20.5

10.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.0

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：95人

介護の支援制度が整っている

周囲が協力的である

両立支援への上司の理解がある

急な休暇の取得ができる（時間に融通がきく）

手本となる介護中、経験者の先輩がいる

時短勤務等の勤務形態が多様である

仕事量に合った適切な人員が配置されている

その他

無回答
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（問 20 で「いいえ」とお答えの方） 

問 22 介護をしながら働き続けられる制度が充分でなく、また、職場環境でないと思われる理由は

何ですか（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.1

51.7

35.6

37.1

19.2

23.3

49.0

55.6

40.4

53.9

45.2

37.5

73.1

62.9

4.8

7.3

1.9

0.9

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：336人

47.2

47.2

50.3

65.2

100.0

35.8

35.8

38.4

26.1

66.7

21.7

34.0

18.5

21.7

0.0

59.4

43.4

51.7

60.9

66.7

45.3

52.8

54.3

34.8

33.3

49.1

35.8

35.8

30.4

66.7

68.9

71.7

61.6

69.6

66.7

3.8

9.4

6.6

4.3

66.7

2.8

0.0

0.7

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

１人暮らし

夫婦のみ

２世代家族

３世代家族

その他

(%)

【

家
族
構
成
別
】

回答者数：336人

66.1 

53.6 

50.3 

49.7 

39.9 

36.6 

22.0 

6.5 

1.2 

0 20 40 60 80

残業が多く、人員不足である

急な休暇の取得ができない

（時間に融通がきかない）

介護の支援制度が整っていない

手本となる介護中、

経験者の先輩がいない

夜勤、休日出勤がある

周囲の理解が得られない

両立支援への上司の理解がない

その他

無回答

（％）

回答者数：336人

介護をしながら働き続けられる制度と

職場環境であると思わない最も多い理

由は「残業が多く、人員不足である」の

66.1%で、以下「急な休暇の取得ができ

ない（時間に融通がきかない）」の

53.6%、「介護の支援制度が整っていな

い」の 50.3%となっています。 

これを性別でみても男女とも「残業が多

く、人員不足である」が最も多く傾向は

変わりありませんが、女性では「手本と

なる介護中、経験者の先輩がいない」が

「介護の支援制度が整っていない」と入

れ替わって 3 番目となっています。 
 
また家族構成別でみるとその他で「介護

の支援制度が整っていない」が最も多く

なっている以外はいずれも「残業が多

く、人員不足である」が最も多くなって

います。 
 
職種別では医員で「手本となる介護中、

経験者の先輩がいない」、事務職員・そ

の他で「介護の支援制度が整っていな

い」が最も多くなっている以外は他に同

率があるものも含めて「残業が多く、人

員不足である」が最も多くなっていま

す。 

介護の支援制度が整っていない

周囲の理解が得られない

両立支援への上司の理解がない

急な休暇の取得ができない（時間に融通がきかない）

手本となる介護中、経験者の先輩がいない

夜勤、休日出勤がある

残業が多く、人員不足である

その他

無回答
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57.7

53.8

45.5

48.8

41.4

55.8

33.3

80.0

34.6

30.8

27.3

39.3

34.5

30.2

46.7

40.0

19.2

23.1

0.0

22.6

41.4

14.0

20.0

40.0

61.5

61.5

36.4

60.7

31.0

32.6

53.3

60.0

38.5

69.2

36.4

52.4

48.3

51.2

53.3

40.0

55.8

30.8

45.5

49.4

24.1

7.0

20.0

0.0

78.8

38.5

63.6

70.8

69.0

51.2

53.3

0.0

3.8

7.7

0.0

7.1

13.8

4.7

6.7

0.0

0.0

7.7

0.0

0.6

3.4

0.0

6.7

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：336人

介護の支援制度が整っていない

周囲の理解が得られない

両立支援への上司の理解がない

急な休暇の取得ができない（時間に融通がきかない）

手本となる介護中、経験者の先輩がいない

夜勤、休日出勤がある

残業が多く、人員不足である

その他

無回答
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＜本学の男女共同参画の取り組みについて＞ 

問 23 この 3 年間に、本学の男女共同参画の取り組みで進んだと感じるものはありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

15.9

9.2

11.7

9.1

71.9

80.7

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

【

性
別
】

回答者数：1,300人

27.1

14.8

0.0

5.2

5.5

21.3

9.0

10.3

16.7

11.1

12.5

11.1

9.4

4.6

3.8

6.9

55.6

74.1

83.3

83.0

84.4

73.6

85.9

75.9

0.7

0.0

4.2

0.6

0.8

0.4

1.3

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

【

職
種
別
】

回答者数：1,300人

11.1 

9.8 

78.2 

0.8 

ある

ない

わからない

無回答

（％）

回答者数：1,300人

本学の男女共同参画の取り組みが進ん

だと感じるものが「ある」と回答された

方が 11.1%、「ない」が 9.8%に対して、

「わからない」が 78.2%と最も多くなっ

ています。 

これを性別でみても全体と傾向は変わ

りありませんが「ある」で 6.7 ポイント、

「ない」で 2.6 ポイント女性より男性の

割合が多くなっています。 
 
職種別でみると、「わからない」が最も

多くなっている点は変わらないものの、

研修医・看護師・メディカルスタッフで

は「ない」が「ある」を上回っており、

特に研修医では「ある」と回答された方

はいませんでした。「ある」の割合は教

員・事務職員・医員の順に多く、ここま

でが全体を上回っています。 

ある

ない

わからない

無回答
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（問 23 で「ある」とお答えの方） 

問 24 この 3 年間に、本学の男女共同参画の取り組みで進んだと感じるものは何ですか（複数回

答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究者のための支援員配置制度の設置

相談制度による支援

講演会等による意識改革

滋賀医科大学女性研究者賞の表彰

保育所の充実　　　　　　　

男女共同参画推進のための情報発信
（男女共同参画推進室HP､ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ･ﾘｰﾌﾚｯﾄ等の冊子）

その他

無回答

74.4

50.0

0.0

21.2

42.9

74.5

57.1

33.3

12.8

0.0

0.0

9.1

14.3

13.7

14.3

0.0

28.2

0.0

0.0

6.1

14.3

21.6

14.3

0.0

33.3

50.0

0.0

15.2

28.6

35.3

28.6

66.7

74.4

50.0

0.0

66.7

28.6

58.8

57.1

66.7

46.2

25.0

0.0

18.2

14.3

33.3

28.6

33.3

2.6

0.0

0.0

3.0

0.0

3.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

3.0

0.0

3.9

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100

教員

医員

研修医

看護師

メディカル

スタッフ

事務職員

技術職員

その他

(%)
【

職
種
別
】

回答者数：144人

59.6

57.5

14.0

10.3

17.5

18.4

26.3

33.3

63.2

63.2

36.8

28.7

1.8

3.4

3.5

1.1

0 20 40 60 80 100

男

女

(%)
【

性
別
】

回答者数：144人

63.2 

58.3 

31.9 

30.6 

18.1 

11.8 

2.8 

2.1 

0 20 40 60 80

保育所の充実

研究者のための

支援員配置制度の設置

男女共同参画推進の

ための情報発信 ※

滋賀医科大学女性

研究者賞の表彰

講演会等による意識改革

相談制度による支援

その他

無回答

（％）

※（男女共同参画推進室HP､

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ･ﾘｰﾌﾚｯﾄ等の冊子）

回答者数：144人

最も進んだと感じるものは「保育所の充

実」で 63.2%、以下「研究者のための支

援員配置制度の設置」が 58.3%、「男女

共同参画推進のための情報発信」が

31.9%となっています。 

性別でみても男女とも「保育所の充実」

が最も多く、傾向は殆ど変わりありませ

んが、女性では「滋賀医科大学女性研究

者賞の表彰」が「男女共同参画推進のた

めの情報発信」と入れ替わって 3 番目と

なっています。 
 
職種別でみるとメディカルスタッフ・事

務職員で「研究者のための支援員配置制

度の設置」が最も多く、他は同率のもの

はあるものの「保育所の充実」が最も多

くなっています。研修医は該当者がいま

せんでした。 
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